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1. エグゼクティブサマリー 

ソフトウェア開発の自動化と AI 技術の急速な進化により、「エンジニア AI エージェント」
という新たな技術分野が生まれつつあります。これらは単なるコード補完や提案を超えて、
要件定義から設計、実装、テスト、デプロイまでの開発プロセス全体を自律的に実行できる
AI システムとして注目を集めています。 
本レポートでは、Devin（Cognition AI）、GitHub Copilot Agent、Claude Code など主要な
エンジニア AI エージェントの機能や特徴を分析し、その技術的基盤、実際の導入事例、現
在の限界と課題、そして将来の展望について総合的に調査しました。 
現状では、主要なエンジニア AI エージェントは中小規模の機能追加やバグ修正などの限定
的なタスクで一定の成果を上げていますが、複雑な設計やシステム全体の開発には課題を
残しています。特にメモリの持続性、因果推論能力、計画立案の質、信頼性とセキュリティ
の面で技術的限界が存在し、実用化にはギャップがあります。 
しかし、マルチエージェントシステムやモジュール化アーキテクチャなどの新たなアプロ
ーチにより、これらの課題は徐々に解消されつつあります。将来的にはソフトウェア開発プ
ロセスの根本的な変革、エンジニアの役割の再定義、SI ビジネスモデルの転換が予想され
ます。 
エンジニア AI エージェントの台頭は、開発効率化の可能性と同時に、雇用、知的財産権、
品質保証、責任所在などの倫理的・社会的課題も提起しています。これらに対応するために
は、技術開発と並行して適切な政策立案や企業の取り組みが求められます。 

2. エンジニア AI エージェントの定義と概念 

AI エージェントの定義と特徴 
AI エージェントとは、単なる「質問-応答」型の AI システムではなく、与えられた目標に
対して自律的に動作し、計画を立て、実行し、結果をフィードバックとして学習する AI シ
ステムを指します。AI エージェントの主な特徴には以下が含まれます： 



• 自律性: 人間の直接的な指示なしに自ら判断し行動する能力 
• 目標指向: 明確な目標達成のために戦略的に行動する 
• 環境認識: 周囲の状況を理解し、それに適応する能力 
• 学習能力: 経験から学び、将来のパフォーマンスを向上させる 
• ツール活用: 外部ツールや API を利用して機能を拡張する 

ビジネスパッド社の記事によると、AI エージェントは 2024 年に技術トレンドとして活性
化し、特に「マルチエージェントによる協調的な問題解決、GUI を通じた直感的な操作の
実現、大規模なシミュレーションの可能性、そして包括的な評価手法の確立など、様々な側
面で進展が見られ」ています BrainPad1。 
エンジニアリング特化型 AI エージェントの特性 
エンジニアリング特化型 AI エージェント（以下、エンジニア AI エージェント）は、ソフ
トウェア開発やシステム設計のタスクに特化した自律型 AI システムです。その主な特性は
以下の通りです： 

1. 開発プロセス全体の自動化: 要件理解から設計、実装、テスト、デプロイまでの一連
のプロセスを自律的に実行 

2. コンテキスト理解: プロジェクト全体やコードベースの文脈を理解し、整合性のあ
る開発を行う能力 

3. 技術的問題解決: エラーやバグの検出、診断、修正を自律的に行う能力 
4. 知識蓄積: 過去の開発経験やプロジェクト固有の知識を蓄積・活用する機能 
5. 外部ツール連携: IDE、バージョン管理システム、CI/CD パイプラインなどとの連

携 
Cognition 社の Devin に関する記事では、「ソフトウェア開発の全工程（要件定義、設計、
コーディング、テスト、デプロイ）を人間の指示なしに自律的に実行できる革新的なツール」
と定義されています PRTimes2。 

従来のコーディング支援ツールとの違い 

エンジニア AI エージェントと従来のコーディング支援ツール（コード補完、静的解析ツー
ルなど）との主な違いは以下の点にあります： 

特徴 
従来のコーディング支援ツ
ール 

エンジニア AI エージェント 

動作範囲 
エディタ内のコード補完・サ
ジェスト 

要件受領からテスト・デプロイまでの開発フ
ロー全体 

自律性 
人間の指示に基づく受動的
支援 

目標に向けた自律的な計画立案と実行 

コンテキスト 一般的なパターンベースの プロジェクト固有の依存関係や実装パターン

https://www.brainpad.co.jp/doors/contents/ai_agent_trend/
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000254.000018045.html


特徴 
従来のコーディング支援ツ
ール 

エンジニア AI エージェント 

理解 支援 を理解・学習 

学習サイクル 
プロンプトごとの生成結果
が中心 

タスク実行結果を学習し、次回以降のパフォ
ーマンスを向上 

適用範囲 主にコーディングフェーズ 
設計、実装、テスト、デプロイまでの全フェー
ズ 

Qiita の記事によると、「GitHub Copilot のようにコードを補完したりサジェストしてくれ
るのではなく、与えられた情報をベースに自律的に開発プロセス全体を行える」点が大きな
違いとされています Qiita3。 

3. 主要なエンジニア AI エージェントの事例分析 

Devin (Cognition AI) 
Devin は、Cognition AI が開発した「世界初の自律型 AI ソフトウェアエンジニア」として
2025 年に発表されました。主な特徴と機能は以下の通りです： 

• 高度な自律性: 自然言語による指示だけで、設計からデプロイまでのエンドツーエ
ンド開発を実行 

• 環境統合: シェル、コードエディタ、ブラウザを含むサンドボックス環境で開発作
業を実施 

• リアルタイムコラボレーション: 進捗報告、フィードバック受付、共同設計作業が
可能 

• 長期的推論と計画: 数千に及ぶ判断を要する複雑なエンジニアリングタスクを計
画・実行 

• 自己修正能力: 時間経過とともに学習し、過去の誤りを修正する能力 
Devin の性能評価では、SWE-bench と呼ばれるオープンソースプロジェクトの GitHub 課
題解決ベンチマークで 13.86%の解決率を達成し、それまでの最高記録 1.96%を大幅に上回
りました Cognition AI4。 
実際の導入事例では、以下のようなタスクで効果を上げています： 

• JavaScript+Express アプリの TypeScript+NestJS へのモダナイゼーション 
• 循環的複雑度 75 超のレガシーコードリファクタリング 
• PR レビューと課題点の修正提案 
• ランタイムの LTS バージョンへのアップデート 
• 実装可否調査や機能追加、バグ修正 

GitHub Copilot Agent 
Microsoft/GitHub が開発した GitHub Copilot Agent は、既存の GitHub Copilot を拡張し

https://qiita.com/lazy-kz/items/998ee4df7a53a081f08b
https://cognition.ai/blog/introducing-devin


た自律型ペアプログラマです： 
• Issue 駆動型ワークフロー: GitHub の Issue から直接タスクを理解し実行 
• マルチステップ計画: タスクを分解し、順序立てて解決する能力 
• 自動テスト・デバッグ: コード生成後に自動的にテストを作成・実行し、問題を修正 
• プラットフォーム統合: VS Code と GitHub プラットフォームとの密接な連携 
• 中小規模タスクの高性能: 特に「テストが整備されたコードベースでの中小規模タ

スク」で高い成功率 
GitHub Copilot Agent は反復的なコーディング作業に強みを持ち、Issue 駆動の開発プロセ
スに自然に組み込めることが特徴です。ただし、大規模改修には未対応で、対応プラットフ
ォームが限定的という制約があります note.com5。 
Claude Code (Anthropic) 
Anthropic が開発した Claude Code は、Claude 3.7 "Sonnet"を活用した CLI 型エージェン
トです： 

• ターミナルベース操作: コマンドラインインターフェースでの対話式操作 
• 一貫した開発フロー: 依存解決、コード生成、テスト実行、Git 操作までをシームレ

スに実行 
• マルチファイル対応: 複数ファイルの改変やテスト生成に強み 
• オープンソース: コミュニティによるカスタマイズが可能 
• 大規模リファクタリング: 複雑なコードベースのリファクタリングに対応 

Claude Code はマルチファイルの改変やテスト生成まで対応し、大規模リファクタリングに
適していますが、招待制かつ API キーが必須で、環境構築の手間が高いという課題があり
ます note.com5。 
その他の注目すべき事例 
Jules (Google) 

• Gemini 2.5 ベースの非同期エージェント 
• バックグラウンドで PR を生成する非同期ワークフロー 
• Python/JavaScript プロジェクト向けに招待制でベータ提供中 

Cursor (Anysphere) 
• VS Code フォークの AI 統合 IDE 
• リアルタイムコード補完、エディタ内チャット、自動デバッグ機能 
• Web 検索機能を含むエージェントセッション統合 
• 既存の VS Code 拡張を活用可能 

Codex (OpenAI) 
• ChatGPT に統合されたクラウド型エージェント 
• 並列タスク実行、自己修復ループ機能 
• サンドボックス内でのコード生成・テスト 

https://note.com/it_navi/n/n5551cd736456
https://note.com/it_navi/n/n5551cd736456


各ツールの比較分析 

以下の表は、主要なエンジニア AI エージェントの比較をまとめたものです： 

エージェン
ト 

主な強み 提供形式 得意タスク 制限事項 

Devin 
高い自律性、エ
ンドツーエンド
開発 

SaaS (月額
$500~) 

既存コードのモダナイ
ゼーション、リファク
タリング 

抽象的タスクには弱
い、高コスト 

GitHub 
Copilot 
Agent 

既存環境との統
合、Issue 駆動型 

VS Code拡
張 

中小規模の機能追加・
バグ修正 

大規模改修に非対応、
プラットフォーム限定 

Claude Code 
CLI 操作、マルチ
ファイル対応 

CLI ツール 
大規模リファクタリン
グ、テスト生成 

招待制、API キー必須、
WSL 依存 

Jules 
非同期処理、バ
ックグラウンド
実行 

API 
バックグラウンドでの
保守作業 

Python/JSのみ、処理時
間約 10 分、招待制 

Cursor 
IDE と AI の統
合、リアルタイ
ム補完 

独立 IDE 
リアルタイム補完・デ
バッグ・Q&A 

IDE 乗り換えコスト、
高機能は有料 

 
各エージェントは異なる強みと用途を持っており、開発チームのニーズや既存環境に応じ
て選択する必要があります。革新を重視するチームは Cursor のような最新技術に魅力を感
じる一方、安定性を求めるチームはGitHub Copilotを選ぶ傾向があります axconstdx.com6。 

4. 技術的基盤と仕組み 

大規模言語モデル（LLM）からエージェントへの進化 

https://axconstdx.com/2025/04/16/cursor%E3%80%81devin%E3%80%81github-copilot%E3%81%AE%E4%BA%BA%E6%B0%97%E5%BA%A6%E6%AF%94%E8%BC%83%EF%BC%81%E3%81%A9%E3%82%8C%E3%81%8C%E6%9C%80%E3%82%82%E6%B3%A8%E7%9B%AE%E3%81%95%E3%82%8C%E3%81%A6/


エンジニア AI エージェントの技術的進化は以下のステップで進んできました： 
1. 大規模言語モデル（LLM）: GPT-4、Qwen2.5-Omni、DeepSeek-R1、LLaMA など、

大量テキストで事前学習されたモデルによる文章生成・自然言語処理の基盤技術。 
2. 制限の認識: 事前学習データ依存による情報の古さとハルシネーション（虚偽生成）

の問題が明らかに。 
3. 検索拡張生成（RAG）: ナレッジベース、API、ウェブ検索からリアルタイムに情報

を取得し、LLM 応答を強化する技術の導入。 
4. エージェント駆動型 RAG: クエリ分解と外部データ取得をエージェントが自律的

に行い、正確で文脈に沿った応答を実現。 
5. エージェンティック RAG: 反射（Reflect）、計画（Plan）、ツール活用（Tool use）、

マルチエージェント協力（Multi-agent cooperation）といった設計パターンを導入
し、自律性・学習能力・応用範囲を最大化。 

この進化により、LLM 単体、RAG、AI エージェント、エージェンティック RAG と段階的
に自律性、学習能力、応用範囲が拡大してきました note.com7。 

自律的エージェントの構成要素と動作原理 

エンジニア AI エージェントの主要な構成要素と動作原理は以下の通りです： 
1. 知覚モジュール: コードベース、仕様書、エラーメッセージなどの入力を理解 
2. 推論エンジン: 問題を分析し、解決策を導き出す LLM ベースの中核部分 
3. 計画モジュール: タスクを分解し、順序立てて実行するための計画を立案 
4. 実行モジュール: 計画に基づいてコード生成、テスト実行、デバッグなどを実施 
5. メモリシステム: セッション間や長期的な知識を保持するデータストア 
6. ツール統合インターフェース: IDE、バージョン管理システム、クラウドサービスな

どと連携 
7. フィードバックループ: 実行結果を評価し、次の行動に反映 

動作原理としては、LLM に基づく ReAct パラダイム（思考→行動→観察のループ）を採用
し、自己リフレクションや計画の修正を繰り返しながらタスクを完了させます。また、Devin
などの先進的エージェントでは、実行結果からの自動学習機能も備えています Qiita3。 
マルチエージェントシステムと協調メカニズム 
マルチエージェントシステムは、複数の AI エージェントが協調して作業を行うフレームワ
ークです： 

1. 専門化エージェント: 各 AI エージェントが特定の機能や役割に特化し、分業体制を
構築 

2. 協調プロトコル: エージェント間のコミュニケーション規格（ACP、MCP、A2A な
ど） 

3. タスク分解メカニズム: 複雑な問題を複数の小タスクに分割する機能 

https://note.com/ainest/n/n250b97f66027
https://qiita.com/lazy-kz/items/998ee4df7a53a081f08b


4. 調整エージェント: 複数エージェントの活動を監視・調整する上位エージェント 
5. 知識共有システム: 各エージェントの発見や学習を共有するデータベース 

マルチエージェント化の利点は、「複数の AI エージェントが協調して作業を行うことで、
より効率的で柔軟な問題解決を行うこと」にあります。「各 AI エージェントがそれぞれ特
化した機能を持ち、個々のタスクを分解して各専門の AI エージェントに依頼することで、
専門エージェントが高い精度で個別タスクの実行をすることが可能」になります BrainPad1。 

主要フレームワークと技術スタック 

エンジニア AIエージェント開発に使用される主要なフレームワークと技術スタックは以下
の通りです： 

1. LangChain: エージェント構築のための汎用フレームワーク 
2. LlamaIndex: 大規模データインデックス作成と検索のためのフレームワーク 
3. CrewAI: 専門化チーム編成のためのマルチエージェントフレームワーク 
4. Swarm: 軽量マルチエージェント抽象化ライブラリ 
5. GUI Agent: ユーザーインターフェース操作に特化したフレームワーク 
6. Agentic Reasoning: 推論と計画に焦点を当てたフレームワーク 
7. OctoTools: ツール連携のための統合インターフェース 

これらのフレームワークは、エージェント設計パターンとして反射（Reflect）、計画（Plan）、
ツール活用（Tool use）、マルチエージェント協力（Multi-agent cooperation）などの機能を
提供し、開発者がカスタムエージェントを効率的に構築できるようサポートしています
note.com7。 

5. 実際の導入事例と成果 

企業での導入事例（グローバルおよび日本） 

グローバル企業の導入事例: 
1. Nubank（金融）: Devin AI を活用して 6 百万行規模の ETL コードマイグレーショ

ンを実施し、8～12 倍の開発速度向上と 20 倍以上のコスト削減を達成 devin.ai8。 
2. 消費財メーカー（マーケティング）: AI エージェントを使用してグローバルマーケ

ティングキャンペーンを最適化。従来 6 人で 1 週間かかっていた作業を、1 人と 1
時間で完了させることに成功 Boston Consulting Group9。 

3. バイオ製薬企業（R&D）: AI エージェントをリード生成に活用し、サイクルタイム
を 25%短縮、臨床研究報告書のドラフト作成で 35%の時間効率向上を実現 Boston 
Consulting Group9。 

日本企業の導入事例: 
1. トヨタ自動車「O-Beya」: Microsoft Azure OpenAI Service を活用し、過去設計デー

https://www.brainpad.co.jp/doors/contents/ai_agent_trend/
https://note.com/ainest/n/n250b97f66027
https://devin.ai/
https://www.bcg.com/capabilities/artificial-intelligence/ai-agents
https://www.bcg.com/capabilities/artificial-intelligence/ai-agents


タや法規制情報、手書き文書を含むナレッジベースと 9 つの AI エージェントでエ
ンジニアの設計相談に 24 時間 365 日対応するシステムを構築 Jooto10。 

2. 日産自動車「DX Suite」: AI-OCR クラウドサービスを 2023 年から全社導入し、
2025 年には 1000 人以上が活用。品質管理業務で年間 480 時間の工数削減を実現
Jooto10。 

3. KDDI「議事録パックン」: 会議録音やトランスクリプトをもとに高精度な議事録を
自動生成し、営業提案資料や報告書作成までをサポートする AI エージェント
Jooto10。 

定量的・定性的な導入効果 

定量的効果: 
1. 開発速度: 一般的に 8～12 倍の開発速度向上（Nubank 事例） 
2. コスト削減: 

o マーケティング分野：コスト 95%削減、速度 50 倍向上 
o カスタマーサービス：コストを 10 分の 1 に削減 
o R&D（バイオ製薬）：サイクルタイム 25%短縮 
o IT 部門：レガシー技術のモダナイゼーションで生産性最大 40%向上 

3. タスク成功率: 現在のエンジニア AI エージェントでも、特定の限定的タスクでは
「テストが整備されたコードベースでの中小規模タスク」で高い成功率を示す 

定性的効果: 
1. 知識の蓄積と共有: 「Devin に投げたタスクから、Knowledge として蓄積すべきコ

ンテキストを Devin が自動的に抽出してくれ、蓄積していく」ことで組織的な知識
移転が可能に Qiita3。 

2. コード品質の向上: 「コードのクオリティも、初めてそのコードベースに触れたと
は思えないほど保守性や可読性が考慮された素晴らしいもの」との報告がある
Qiita3。 

3. 高度な技術への対応: 「循環的複雑度が 75 を超え、いかなる修正も不具合を生む状
態のレガシーコードのリファクタリング」のような高難度タスクにも対応可能
Qiita3。 

導入プロセスと成功要因 

導入プロセスの一般的ステップ: 
1. 初期セットアップ: エージェントワークスペースの設定とリポジトリ連携 
2. 統合設定: Slack や GitHub などの既存ツールとの連携 
3. タスク定義: 初期タスクの設定と明確な指示の作成 
4. 監視・フィードバック: エージェントの活動を監視し、フィードバックを提供 
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5. 継続的改善: 結果に基づくプロンプトや設定の最適化 
成功要因: 

1. 段階的導入: 「小さな部署から導入 → 成果を社内に共有 → 他部署が自発的に希
望 → 全社展開へ」というステップワイズアプローチ nocoderi.co.jp11。 

2. 適切なタスク選定: 「限定的な業務への導入から少しずつスケールアップさせてい
く」アプローチで、確実な成功体験を積み重ねる Jooto10。 

3. ハイブリッド運用: 人間と AI エージェントの役割分担を明確にし、相互補完的な運
用体制を構築する。 

4. 継続的学習環境: 「例えば、Devin が作成した Pull Request の CI Pipeline がコケて
いたら、人間のレビューを待たずに修正してという指示を一度学習させれば、次回
以降はそれを斟酌して自分で修正してくれる」ようなフィードバックループの確立
Qiita3。 

6. 現在の技術的限界と課題 

メモリと状態維持の問題 

エンジニア AI エージェントが現在直面しているメモリと状態維持の主な問題点： 
1. メモリ持続性の欠如: 「実用的には 32–64k トークンで性能劣化が始まり、エージェ

ントはセッションをまたいだ状態維持ができず、50 ターン以上の対話で初期コンテ
キストを忘却します」Medium12。 

2. コンテキスト喪失: 「モデルのトークン制限により長時間の対話や複雑タスクで履
歴を保持しにくい」ため、長い開発プロジェクトでは文脈理解が困難になる
Medium13。 

3. 知識の再利用性不足: 「AutoGPT は単純なレシピ検索に$14.40 を要し、知識のキャ
ッシュや再利用機能がないため、類似タスクを繰り返すたびにコストが加算される」
といった非効率性がある Medium12。 

4. 外部データベース依存: 「外部ベクターデータベースも推論過程をブラックボック
ス化する」問題があり、純粋な思考プロセスの透明性が失われる Medium12。 

因果推論と計画能力の限界 

因果推論と計画能力に関する現在の技術的限界： 
1. 浅い因果推論: 「単純な因果発見タスクでは 97%の精度を示す一方、複雑な実世界

問題ではスプリアスな相関に依存」しており、真の原因と結果の関係性理解に限界
がある Medium12。 

2. 計画機能の崩壊: 「Production レベルの多段階計画タスク成功率は 30–35%に留ま
り、ReAct のアクション–オブザベーションループは長期計画で文脈と意思決定を維
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持できず、エラーが累積して全体のプランを破綻させる」傾向がある Medium12。 
3. 論理的思考の欠如: 「生成 AI は確率的に出力を生成しているので、論理的な思考が

できません。推論を繰り返すことで論理的な思考のような出力を誘導させる事が限
界です」Insight Edge14。 

4. タスク達成率の低さ: 「Carnegie Mellon の厳格な TheAgentCompany benchmark で
は、最高性能の AI エージェントでさえ現実的な職場シナリオにおいて 30.3%のタ
スク完了率しか達成していない」Medium12。 

信頼性とセキュリティの課題 
エンジニア AI エージェントの信頼性とセキュリティに関する主な課題： 

1. 新たな故障モード: 「メモリ毒性、エージェント乗っ取り、ヒューマンインザループ
バイパスなど 10 種以上の新たな故障モード」が出現し、従来のソフトウェアとは異
なる対策が必要 Medium12。 

2. 機密性認識の欠如: エージェントの「機密性認識はほぼゼロ」であり、データ保護や
プライバシーに関する自律的判断ができない Medium12。 

3. セキュリティリスク: 「エージェントと外部ツール間の全通信を暗号化しないと盗
聴や改ざんのリスクがある」「機密データへのアクセス権を厳密に制限しないと内部
不正利用や情報漏えいにつながる」といった脆弱性がある Medium13。 

4. 予測困難な挙動: 「UI ナビゲーションやポップアップ対応でのエラーがシステム全
体を停止させ、従来のソフトウェアとは異なる破壊的故障を引き起こす」など、予
測困難な挙動が問題となる Medium12。 

コストと運用上の問題 
エンジニア AI エージェントの導入・運用におけるコストと運用上の問題： 

1. 高額な導入・運用コスト: 「Devin には無料版が存在せず、利用開始には最低でも初
期費用 $500/month が必要」といった高額な初期投資が必要 Qiita3。 

2. リソース管理の複雑さ: 「月額$500 で付与される ACU(Agent Compute Unit)を利
用。1ACU=$2、1 タスクあたり約 1~15ACU($2~$30)の範囲で消費」するといった
複雑なリソース管理が必要 Qiita3。 

3. 無限ループとコスト高騰: 「本番環境ではエージェントが API を再帰的に呼び続け、
進捗なく一晩中動作し続ける」ことによる予期せぬコスト高騰のリスク Medium12。 

4. 環境構築とオンボーディングの負担: 「招待制かつ API キー必須…環境構築の手間
が高い」「IDE の乗り換えコスト」「オンボーディングに手間」といった導入時の障
壁 note.com5。 

7. 今後の技術発展と将来展望 

研究開発の最新動向 
エンジニア AI エージェント分野における最新の研究開発動向： 
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1. 認知アーキテクチャの採用: 「Princeton 研究者らの Cognitive Architectures for 
Language Agents (CoALA)フレームワーク」のような、モジュール化メモリ、構造
化アクション空間、汎用的意思決定プロセスを統合する新たなアーキテクチャの開
発 Medium12。 

2. マルチモーダル評価指標: 「マルチモーダル（複数の形式のデータを扱う）能力、タ
スク特化型評価、エージェント間協力の評価などが挙げられます。表 IV に示されて
いるように、これらのベンチマークは時間とともに複雑さを増し、より実世界の課
題に近づいています」note.com7。 

3. Meta-CoT (Meta Chain-of-Thought): 「Meta-CoT のような手法で、従来の Chain-
of-Thought を拡張し、潜在的な推論プロセスを明示的にモデル化する」研究
note.com7。 

4. Chain-of-Tools: 「凍結された LLM を活用して未知のツールを動的に統合する可能
性を示している」手法の開発 note.com7。 

5. 科学的発見自動化: 「大規模ベンチマークによる評価と、高品質な科学研究仮説生
成のためのフレームワーク開発」の進展 note.com7。 

エージェント技術の発展方向性 
エンジニア AI エージェント技術の今後の発展方向性： 

1. モジュール化設計の主流化: 「知覚・メモリ・推論・行動を専門化コンポーネントに
分割し、単一モデルのボトルネックを解消」する設計パラダイムの普及 Medium12。 

2. ハードウェアレベルの持続メモリ: 「Intel の 6TB PMEM などを活用したバイトア
ドレス可能な不揮発性ストレージで長期状態を保持」する技術の採用 Medium12。 

3. マルチエージェント協調フレームワークの洗練: 「単一エージェントの限界を超え、
専門エージェント同士の協調体制を構築」するフレームワークの発展 Medium12。 

4. 標準化プロトコルの成熟: 「ACP（IBM Research）、MCP（Anthropic）、A2A（Google）」
などのエージェント間通信プロトコルの標準化と普及 note.com7。 

5. 因果モデリング統合: 「高速直感的解析と構造的因果推論をハイブリッド化し、反
事実推論や因果グラフを組み込み」による推論能力の向上 Medium12。 

将来的な能力と可能性 
エンジニア AI エージェントが将来的に獲得すると予想される能力と可能性： 

1. 本番デプロイメントの自動化: 「Future AI agents may take this a step further and 
deploy tested applications to production environments via automated pipelines upon 
human approval. This would effectively allow anyone, using plain language, to create 
and deploy entire applications」（将来の AI エージェントは、人間の承認を得て、テ
スト済みアプリケーションを自動化されたパイプラインを通じて本番環境にデプロ
イするところまで進化する可能性があります。これにより誰でも自然言語を使って、
完全なアプリケーションを作成・デプロイできるようになります）Boston 
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Consulting Group9。 
2. 動的 UI 生成: 「将来的には UI（ユーザーインタフェース）などもあらかじめ開発

されたものを提供するのではなく、ユーザーのニーズに応じて AI が動的に生成す
るような仕組みが想定されます」ITmedia15。 

3. AI 駆動型開発の主流化: 「AI が思考した結果を周辺のソフトウェアツールに渡し
て、業務ニーズに即したアクションを起こしてこそ、価値を発揮できます。という
ことは、これからのソフトウェア開発は人間に使ってもらうことを前提にするので
はなく、AI に使ってもらうことを前提に開発する必要が出てくるでしょう」
ITmedia15。 

4. 市場拡大の加速: 「今後 5 年間で AI エージェント市場は年平均成長率 45%で拡大
見込み」であり、企業での AI エージェント導入は「51%が本番運用済み、78%が将
来導入を検討中」という調査結果がある BrainPad1。 

5. 自動科学的発見: 「将来的には、この AgentRxiv をより大規模な科学分野に拡張し、
新薬開発や材料発見などの実世界の研究でも活用できるかもしれません」
note.com16。 

8. ソフトウェア開発プロセスへの影響 
開発ワークフローの変化 
エンジニア AI エージェントによって変化するソフトウェア開発ワークフロー： 

1. 自律的な開発サイクル: 「GitHub Copilot のようにコードを補完したりサジェスト
してくれるのではなく、与えられた情報をベースに自律的に開発プロセス全体を行
える」ことで、従来の人間中心の開発サイクルから、AI が主導する開発サイクルへ
の移行 Qiita3。 

2. 継続的フィードバックループ: 「Devin が作成した Pull Request の CI Pipeline がコ
ケていたら、人間のレビューを待たずに修正してという指示を一度学習させれば、
次回以降はそれを斟酌して自分で修正してくれるようになります」といった自己修
正ループが標準となる Qiita3。 

3. Issue 駆動型自動開発: 「GitHub の Issue から直接タスクを理解し実行」するエー
ジェントにより、Issue 記述から直接コード生成・PR までが自動化される note.com5。 

4. ビジネス要件から直接実装へ: 「エンジニア不足によって進められなかった多くの
開発系タスクが Devin によって大幅に加速できる可能性」が生まれ、ビジネス要件
からより直接的に実装へと変換できるようになる Qiita3。 

5. 可変ロジックと仮説検証型開発: 「これまでの SI は基本的に『固定ロジック』を開
発するものでしたが、AI はモデルに学習させることでロジックを柔軟に変化できま
す。固定ロジックから可変ロジックへのパラダイムシフトによって、仮説検証のサ
イクルを高速に回しながらソフトウェアを継続的に進化させていけます」
ITmedia15。 
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エンジニアの役割変化 
エンジニア AI エージェントの台頭によるエンジニアの役割変化： 

1. 監督者・パートナーへの転換: 「AI エージェント時代にも変わらない"エンジニアの
本質"とは？──どこまで AI に任せ、どこで人間が介入するのか」という問いが重
要となり、エンジニアはコード生成者から監督者・ディレクターへと役割が変化
CodeZine17。 

2. 上流工程へのシフト: 「経営のアジェンダに刺さるようなデジタル施策の提案や、
ビジネスモデル全体をデジタルによって変革する能力」が求められるようになる
ITmedia15。 

3. 継続的学習の重要性: 「ずっと同じ環境で同じ人たちばかりと交わっていると、新
しいことを学んだり提案したりする動機が生じないので、どうしてもエンジニアと
しての成長が止まってしまいます。社外のコミュニティーに参加するなどして、い
ろいろな立場の人と交流しながら多様な視点を獲得することで、自身に足りない要
素や進むべき方向性が明らかになり、結果的に新たな学びの意欲が湧いてくると思
います」ITmedia15。 

4. エンジニアリングの二極化: 「AI エージェントは、現時点では補助的な役割に留ま
り、技術者自身の基礎力や論理的思考がなければ真の意味での問題解決には至らな
いという現実があります」ため、AI を使いこなせるエンジニアと依存するエンジニ
アの二極化が進む Zenn18。 

5. 新たな専門領域の出現: 「AI 倫理、データサイエンス、AI メンテナンス」などの新
領域でエンジニアの需要が拡大 Sogeti Labs19。 

SI ビジネスモデルへの影響 
エンジニア AI エージェントによる SI ビジネスモデルへの影響： 

1. ビジネスモデルの転換: 「これまでの SI は『成果物を納品して終わり』というビジ
ネスモデルが主流でしたが、現在は納品がゴールではなくむしろスタートで、そこ
から製品やサービスを継続的に改善しながら価値を生み出すことが求められるよう
になっています。こうしたビジネスモデルの変革は、AI の台頭でさらにもう一段ブ
ーストがかかるでしょう」ITmedia15。 

2. 機能提供からビジネス変革へ: 「既に 2010 年代から、SI の未来は『ソフトウェアの
ファンクションを提供する』というものではないことははっきり見えていました。
これからの SI に求められるのは、より高い視座に立って、経営のアジェンダに刺さ
るようなデジタル施策の提案や、ビジネスモデル全体をデジタルによって変革する
能力だと思います」ITmedia15。 

3. 固定ロジックから可変ロジックへ: 「AI はモデルに学習させることでロジックを柔
軟に変化できます。固定ロジックから可変ロジックへのパラダイムシフトによって、
仮説検証のサイクルを高速に回しながらソフトウェアを継続的に進化させていけま
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す」ITmedia15。 
4. 開発スピードの加速: 「AI が自律的に開発する未来」では、「国内における AI エー

ジェント市場は急速に成長しており、2024 年から 2030 年にかけての年平均成長率
（CAGR）は 44.8％と予測されています」という成長が見込まれ、開発スピードの
大幅な加速が予想される PRTimes2。 

5. ジョブ型人材マネジメントの台頭: 「ジョブ型人材マネジメントや 1on1 ミーティン
グ等を通じ、キャリアオーナーシップを発揮して目標を設定・達成」する新たな人
材育成・評価モデルの必要性が高まる ITmedia15。 

9. 倫理的・社会的課題 
雇用への影響 
エンジニア AI エージェントが雇用に与える影響と課題： 

1. 定型業務の自動化: 「AI automates 定型的かつ反復的な業務を機械に置き換えるこ
とで、生産性と効率性を向上させる一方、多くの職種が消失するリスクがある。具
体的には製造業、輸送業、カスタマーサービス、データ分析などの分野で雇用喪失
が生じる可能性がある」Sogeti Labs19。 

2. 心理的・社会的影響: 「職を失った労働者は経済的困窮、自己肯定感の低下、目的意
識の喪失といった深刻な心理的・社会的影響を被る」Sogeti Labs19。 

3. エンジニア業務の変容: 「従来エンジニアが担っていたデータ分析業務において、
AI システムが大量のデータを自動解析できるようになり、一部のエンジニアリング
業務が置き換えられる」「事務的・管理的タスクの自動化により、エンジニア部門の
サポートスタッフやジュニアエンジニアの業務が減少する可能性がある」Sogeti 
Labs19。 

4. 新たな雇用機会: 「一方で、新興分野（AI 倫理、データサイエンス、AI メンテナン
スなど）では、AI 技術を設計・保守・監査するエンジニア需要が増大し、新たな雇
用機会が創出される」Sogeti Labs19。 

5. 社会経済的不平等の拡大: 「AI 技術の所有者・支配者に富と権力が集中し、既存の
社会経済的不平等をさらに拡大させる恐れがある」Sogeti Labs19。 

知的財産権の問題 
エンジニア AI エージェントにおける知的財産権の問題： 

1. 学習データの著作権: 「学習データでの著作権侵害 Web クローリングからの学習
データについての権利問題は未解決」であり、AI エージェントの学習に使用される
コードやドキュメントの著作権問題が未解決 hokorin.com20。 

2. 生成物の著作権: 「生成物に 0 よ 3 る著作権侵害 著作権侵害は、依拠」の問題があ
り、AI エージェントが生成したコードの著作権帰属が不明確 hokorin.com20。 

3. 特許と営業秘密: 「AI を利用した技術は、特許発明や営業秘密に当たる可能性があ
り、どのように知財として保護するかの検討が行われてきています」ため、エンジ

https://atmarkit.itmedia.co.jp/ait/articles/2501/14/news003.html
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ニア AI エージェントが創出した技術的ソリューションの特許性や営業秘密として
の保護方法が課題となる TMI 総合法律事務所 21。 

4. 包括的法改正の必要性: 「AI は新たな問題をもたらすので、このようなアプローチ
は適切ではない。AI が知的財産権法に与える影響を規制するためには、包括的な法
改正が必要だ」という見解もある知的財産研究教育財団 22。 

5. 国際的な規制の不一致: 知的財産権に関する国際的な規制枠組みの不一致により、
グローバルに展開するエンジニア AI エージェントの法的立場が不明確になる可能
性がある。 

品質保証と責任の所在 
エンジニア AI エージェントの品質保証と責任の所在に関する課題： 

1. 自律的意思決定における説明責任: 「AI システムが自律的に行動・判断を下す際、
負の結果が発生した場合に『なぜその判断が行われ、誰が責任を負うのか』が不明
瞭になる」Managing IP23。 

2. セキュリティとコントロールの脆弱性: 「ハッキングや悪用のリスクにより、AI が
意図せぬ動作を起こした場合の責任の所在が問題となる」Managing IP23。 

3. 品質保証のための成熟度評価モデル: 「性能、信頼性、セキュリティを各レベルで評
価し、設計・運用フェーズごとに品質基準を明確化する」AI Maturity Model の導入
必要性 Managing IP23。 

4. 倫理的配慮を担保するフレームワーク: 「透明性、説明責任、公平性などの原則を定
め、システム設計から運用まで一貫して品質と責任を確保する」AI 倫理フレームワ
ークの適用 Managing IP23。 

5. 責任ある AI 技術の開発: 「自動運転車向けにリスクを検知・軽減する技術（Google
の特許）や、偏り検出・修正アルゴリズム（Microsoft／IBM の特許）などが登場し、
品質・安全性確保と法的責任対応を目指す」といった技術開発の重要性 Managing 
IP23。 

倫理的ガイドラインの必要性 
エンジニア AI エージェントのための倫理的ガイドラインの必要性： 

1. 透明性と説明可能性: 「AI の意思決定の説明能力（explainability）とインフラ整備
の 2 つが重要な課題となり、AI エージェントの判断プロセスを人間が理解できるよ
うになることが、AI エージェントを安全に運用するための重要な条件となる」
note.com24。 

2. ヒューマンセンタード AI 設計: 「人間の能力を拡張するヒューマンセンタード AI
を設計し、人間と AI の共存を目指す」という開発アプローチが重要 Sogeti Labs19。 

3. 企業の責任: 「AI 導入時に倫理ガイドラインを策定し、雇用喪失を最小化する措置
を講じる」「再教育や職業紹介、サポートサービスを含む移行支援プログラムを実施
する」などの企業責任が求められる Sogeti Labs19。 
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4. 官民連携: 「政府・企業・教育機関が共同で資金提供やプログラム開発を行い、再教
育、雇用創出、イノベーション促進を図る」取り組みの必要性 Sogeti Labs19。 

5. 国際的な倫理基準: 「EU が策定した『信頼できる AI』のための倫理ガイドライン」
のような国際的な倫理基準の整備が進んでいる Managing IP23。 

10. 総合的展望と提言 
エンジニア AI エージェントの発展経路 
エンジニア AI エージェントの今後の発展経路を以下のように予測します： 

1. 初期導入フェーズ（2025-2026 年）: 現在のエンジニア AI エージェントは、中小規
模のタスクやバグ修正に一定の成果を上げている段階です。この期間は、限定的な
範囲でのタスク自動化が中心となり、人間のエンジニアの監督下で動作する補助的
な役割が主流となります。技術的限界（メモリ持続性、因果推論、計画能力）の克
服が研究の中心となります。 

2. 能力拡張フェーズ（2027-2028 年）: モジュール化アーキテクチャやマルチエージ
ェントシステムの発展により、より複雑なプロジェクトや大規模リファクタリング
にも対応できるようになります。この段階では、エンジニアと AI の役割分担が明確
化され、AI エージェントはより自律的な判断が可能になりますが、依然として重要
な設計判断は人間が行います。 

3. 統合フェーズ（2029-2030 年）: 開発プロセス全体の統合と自動化が進み、要件定
義から設計、実装、テスト、デプロイまでをエンドツーエンドで実行できるエージ
ェントが普及します。この段階では、自然言語による指示だけでアプリケーション
全体を構築できるようになり、エンジニアの役割は AI の監督とビジネス価値創出
に集中するようになります。 

4. 創造的コラボレーションフェーズ（2031 年以降）: AI エージェントは創造的な問題
解決能力を獲得し、人間のエンジニアとの協働により、革新的なソリューションを
生み出すパートナーとなります。この段階では、AI と人間の役割は明確に区別され
るのではなく、相互補完的な関係となり、複雑なビジネス課題に対して共同で取り
組むチームとして機能するようになります。 

企業・個人エンジニアへの提言 
エンジニア AI エージェントの時代に備えるための企業・個人エンジニアへの提言： 
企業向け提言: 

1. 段階的導入と実験: 小規模な範囲から始め、成功事例を積み重ねながら組織全体へ
の導入を検討してください。「小さな部署から導入 → 成果を社内に共有 → 他部署
が自発的に希望 → 全社展開へ」というアプローチが効果的です。 

2. ハイブリッドチーム構築: AI エージェントと人間エンジニアの協働モデルを確立し、
それぞれの強みを活かした役割分担を明確にしてください。人間による創造的思考
と AI による効率的な実装の組み合わせが理想的です。 
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3. 人材育成投資: 従業員のリスキリングや継続的学習を支援し、AI との共存に必要な
スキルを育成してください。特に上流工程や AI 監督能力の強化が重要です。 

4. 倫理的ガイドライン策定: AI エージェントの導入と活用に関する明確な倫理的ガイ
ドラインを策定し、責任ある利用を促進してください。特に雇用への影響や知的財
産権への配慮が必要です。 

5. ビジネスモデル再考: 「納品して終わり」から「継続的改善による価値創出」へとビ
ジネスモデルを転換し、AI エージェントを活用した新たな価値提供の形を模索して
ください。 

個人エンジニア向け提言: 
1. AI リテラシーの向上: エンジニア AI エージェントの仕組みと限界を理解し、効果

的に活用するスキルを身につけてください。AI を「ブラックボックス」として扱う
のではなく、その特性を理解することが重要です。 

2. 上流スキルの強化: 要件定義、アーキテクチャ設計、プロジェクト管理など、AI が
代替しにくい上流工程のスキルを強化してください。 

3. ドメイン知識の深化: 特定のビジネスドメインに関する深い知識を獲得し、AI がも
たらす技術的ソリューションをビジネス価値に結びつける能力を磨いてください。 

4. 継続的学習の習慣化: 「社外のコミュニティーに参加するなどして、いろいろな立
場の人と交流しながら多様な視点を獲得」し、自己研鑽を続けてください。 

5. AI との協働スキル: AI エージェントに適切な指示を出し、その出力を評価・改善す
る能力を養ってください。AI を単なるツールではなく、チームメンバーとして扱う
マインドセットが重要です。 

政策立案者への提言 
エンジニア AI エージェントの台頭に対応するための政策立案者への提言： 

1. 包括的経済政策の実施: 「失業保険や医療・福祉などの社会的セーフティネットを
強化し、移行期の労働者を支援する」「全ての国民に一定額を給付する UBI を導入
し、雇用喪失の影響を緩和する」などの経済政策を検討してください。 

2. 教育・再教育プログラムの充実: 「生涯学習制度を充実させ、労働者が変化する市場
に対応してスキルを継続的に更新できる機会を提供する」「脱落者を出さないため、
教育・訓練を手頃な価格かつアクセスしやすい形で提供する」ための政策を実施し
てください。 

3. AI 倫理とガバナンスの枠組み構築: AI エージェントの開発・利用に関する倫理的ガ
イドラインを策定し、透明性、説明責任、公平性などの原則を確立してください。
特に自律的 AI システムの責任所在を明確にする法的枠組みが必要です。 

4. 知的財産法制の適応: 「AI が知的財産権法に与える影響を規制するためには、包括
的な法改正が必要」であり、AI エージェントが生成した成果物の著作権や特許権に
関する法的枠組みを整備してください。 



5. 国際的な協調体制の構築: AI エージェント技術の急速な発展に対応するため、国際
的な規制枠組みの調和や協力体制を構築してください。「EU が策定した『信頼でき
る AI』のための倫理ガイドライン」のような国際標準の採用と拡張が重要です。 

 
エンジニア AI エージェントは、ソフトウェア開発の未来を形作る重要な技術となりつつあ
ります。現状では技術的限界が存在するものの、その発展速度は加速しており、近い将来、
開発プロセス全体を変革する可能性を秘めています。この変革に適応し、AI と人間が共創
する新たなソフトウェア開発のパラダイムを構築することが、企業、個人エンジニア、政策
立案者にとっての重要な課題です。 
AI エージェントの技術が進化する中で、人間の創造性、倫理的判断、ドメイン知識は依然
として不可欠な要素であり続けます。「AI が自律的に開発する未来」において、人間と AI
の協働により、より革新的で価値あるソフトウェアを効率的に開発できる世界の実現を目
指すべきです。 

 
Appendix: Supplementary Video Resources 
<div class="-md-ext-youtube-widget"> { "title": 
"AI\u6642\u4ee3\u3069\u3046\u306a\u308b!?\u6d88\u3048\u308b\u30d7\u30ed\u30
b0\u30e9\u30de\u30fc\u3068\u30a8\u30f3\u30b8\u30cb\u30a2\u306e\u30ad\u30e3\
u30ea\u30a2", "link": "https://www.youtube.com/watch?v=tBWG2_4rIag", "channel": 
{ "name": ""}, "published_date": "May 12, 2025", "length": "12:47" }</div> 
<div class="-md-ext-youtube-widget"> { "title": 
"AI\u306e\u9032\u5316\u304c\u51c4\u3059\u304e\u3066\u30a8\u30f3\u30b8\u30cb
\u30a2\u304c\u30aa\u30ef\u30b3\u30f3\u306b\u306a\u308b\u3068\u601d\u3063\u3
066\u3044\u308b ...", "link": "https://www.youtube.com/watch?v=sj-QnJ_N6Zo", 
"channel": { "name": ""}, "published_date": "1 month ago", "length": "7:31" }</div> 
<div class="-md-ext-youtube-widget"> { "title": 
"\u4eca\u3059\u3050\u4f7f\u3048\u308bAI\u30a8\u30fc\u30b8\u30a7\u30f3\u30c86
\u9078\uff01 \u300cAI\u30a8\u30fc\u30b8\u30a7\u30f3\u30c8\u6642\u4ee3\u306f ...", 
"link": "https://www.youtube.com/watch?v=omlUEwT2cP0&pp=0gcJCfwAo7VqN5tD", 
"channel": { "name": ""}, "published_date": "Mar 20, 2025", "length": "1:22:02" }</div> 
インスピレーションと洞察から生成されました 24 ソースから 
1. エグゼクティブサマリー 
ソフトウェア開発の自動化と AI 技術の急速な進化により、「エンジニア AI エージェント」
という新たな技術分野が生まれつつあります。これらは単なるコード補完や提案を超えて、
要件定義から設計、実装、テスト、デプロイまでの開発プロセス全体を自律的に実行できる
AI システムとして注目を集めています。 



本レポートでは、Devin（Cognition AI）、GitHub Copilot Agent、Claude Code など主要な
エンジニア AI エージェントの機能や特徴を分析し、その技術的基盤、実際の導入事例、現
在の限界と課題、そして将来の展望について総合的に調査しました。 
現状では、主要なエンジニア AI エージェントは中小規模の機能追加やバグ修正などの限定
的なタスクで一定の成果を上げていますが、複雑な設計やシステム全体の開発には課題を
残しています。特にメモリの持続性、因果推論能力、計画立案の質、信頼性とセキュリティ
の面で技術的限界が存在し、実用化にはギャップがあります。 
しかし、マルチエージェントシステムやモジュール化アーキテクチャなどの新たなアプロ
ーチにより、これらの課題は徐々に解消されつつあります。将来的にはソフトウェア開発プ
ロセスの根本的な変革、エンジニアの役割の再定義、SI ビジネスモデルの転換が予想され
ます。 
エンジニア AI エージェントの台頭は、開発効率化の可能性と同時に、雇用、知的財産権、
品質保証、責任所在などの倫理的・社会的課題も提起しています。これらに対応するために
は、技術開発と並行して適切な政策立案や企業の取り組みが求められます。 
2. エンジニア AI エージェントの定義と概念 
AI エージェントの定義と特徴 
AI エージェントとは、単なる「質問-応答」型の AI システムではなく、与えられた目標に
対して自律的に動作し、計画を立て、実行し、結果をフィードバックとして学習する AI シ
ステムを指します。AI エージェントの主な特徴には以下が含まれます： 

• 自律性: 人間の直接的な指示なしに自ら判断し行動する能力 
• 目標指向: 明確な目標達成のために戦略的に行動する 
• 環境認識: 周囲の状況を理解し、それに適応する能力 
• 学習能力: 経験から学び、将来のパフォーマンスを向上させる 
• ツール活用: 外部ツールや API を利用して機能を拡張する 

ビジネスパッド社の記事によると、AI エージェントは 2024 年に技術トレンドとして活性
化し、特に「マルチエージェントによる協調的な問題解決、GUI を通じた直感的な操作の
実現、大規模なシミュレーションの可能性、そして包括的な評価手法の確立など、様々な側
面で進展が見られ」ています BrainPad1。 
エンジニアリング特化型 AI エージェントの特性 
エンジニアリング特化型 AI エージェント（以下、エンジニア AI エージェント）は、ソフ
トウェア開発やシステム設計のタスクに特化した自律型 AI システムです。その主な特性は
以下の通りです： 

1. 開発プロセス全体の自動化: 要件理解から設計、実装、テスト、デプロイまでの一連
のプロセスを自律的に実行 

2. コンテキスト理解: プロジェクト全体やコードベースの文脈を理解し、整合性のあ
る開発を行う能力 

https://www.brainpad.co.jp/doors/contents/ai_agent_trend/


3. 技術的問題解決: エラーやバグの検出、診断、修正を自律的に行う能力 
4. 知識蓄積: 過去の開発経験やプロジェクト固有の知識を蓄積・活用する機能 
5. 外部ツール連携: IDE、バージョン管理システム、CI/CD パイプラインなどとの連

携 
Cognition 社の Devin に関する記事では、「ソフトウェア開発の全工程（要件定義、設計、
コーディング、テスト、デプロイ）を人間の指示なしに自律的に実行できる革新的なツール」
と定義されています PRTimes2。 
従来のコーディング支援ツールとの違い 
エンジニア AI エージェントと従来のコーディング支援ツール（コード補完、静的解析ツー
ルなど）との主な違いは以下の点にあります： 

特徴 
従来のコーディング支援ツー
ル 

エンジニア AI エージェント 

動作範囲 
エディタ内のコード補完・サジ
ェスト 

要件受領からテスト・デプロイまでの開発フロー
全体 

自律性 
人間の指示に基づく受動的支
援 

目標に向けた自律的な計画立案と実行 

コンテキスト
理解 

一般的なパターンベースの支
援 

プロジェクト固有の依存関係や実装パターンを
理解・学習 

学習サイクル 
プロンプトごとの生成結果が
中心 

タスク実行結果を学習し、次回以降のパフォーマ
ンスを向上 

適用範囲 主にコーディングフェーズ 設計、実装、テスト、デプロイまでの全フェーズ 

Qiita の記事によると、「GitHub Copilot のようにコードを補完したりサジェストしてくれ
るのではなく、与えられた情報をベースに自律的に開発プロセス全体を行える」点が大きな
違いとされています Qiita3。 
3. 主要なエンジニア AI エージェントの事例分析 
Devin (Cognition AI) 
Devin は、Cognition AI が開発した「世界初の自律型 AI ソフトウェアエンジニア」として
2025 年に発表されました。主な特徴と機能は以下の通りです： 

• 高度な自律性: 自然言語による指示だけで、設計からデプロイまでのエンドツーエ
ンド開発を実行 

• 環境統合: シェル、コードエディタ、ブラウザを含むサンドボックス環境で開発作
業を実施 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000254.000018045.html
https://qiita.com/lazy-kz/items/998ee4df7a53a081f08b


• リアルタイムコラボレーション: 進捗報告、フィードバック受付、共同設計作業が
可能 

• 長期的推論と計画: 数千に及ぶ判断を要する複雑なエンジニアリングタスクを計
画・実行 

• 自己修正能力: 時間経過とともに学習し、過去の誤りを修正する能力 
Devin の性能評価では、SWE-bench と呼ばれるオープンソースプロジェクトの GitHub 課
題解決ベンチマークで 13.86%の解決率を達成し、それまでの最高記録 1.96%を大幅に上回
りました Cognition AI4。 
実際の導入事例では、以下のようなタスクで効果を上げています： 

• JavaScript+Express アプリの TypeScript+NestJS へのモダナイゼーション 
• 循環的複雑度 75 超のレガシーコードリファクタリング 
• PR レビューと課題点の修正提案 
• ランタイムの LTS バージョンへのアップデート 
• 実装可否調査や機能追加、バグ修正 

GitHub Copilot Agent 
Microsoft/GitHub が開発した GitHub Copilot Agent は、既存の GitHub Copilot を拡張し
た自律型ペアプログラマです： 

• Issue 駆動型ワークフロー: GitHub の Issue から直接タスクを理解し実行 
• マルチステップ計画: タスクを分解し、順序立てて解決する能力 
• 自動テスト・デバッグ: コード生成後に自動的にテストを作成・実行し、問題を修正 
• プラットフォーム統合: VS Code と GitHub プラットフォームとの密接な連携 
• 中小規模タスクの高性能: 特に「テストが整備されたコードベースでの中小規模タ

スク」で高い成功率 
GitHub Copilot Agent は反復的なコーディング作業に強みを持ち、Issue 駆動の開発プロセ
スに自然に組み込めることが特徴です。ただし、大規模改修には未対応で、対応プラットフ
ォームが限定的という制約があります note.com5。 
Claude Code (Anthropic) 
Anthropic が開発した Claude Code は、Claude 3.7 "Sonnet"を活用した CLI 型エージェン
トです： 

• ターミナルベース操作: コマンドラインインターフェースでの対話式操作 
• 一貫した開発フロー: 依存解決、コード生成、テスト実行、Git 操作までをシームレ

スに実行 
• マルチファイル対応: 複数ファイルの改変やテスト生成に強み 
• オープンソース: コミュニティによるカスタマイズが可能 
• 大規模リファクタリング: 複雑なコードベースのリファクタリングに対応 

Claude Code はマルチファイルの改変やテスト生成まで対応し、大規模リファクタリングに

https://cognition.ai/blog/introducing-devin
https://note.com/it_navi/n/n5551cd736456


適していますが、招待制かつ API キーが必須で、環境構築の手間が高いという課題があり
ます note.com5。 
その他の注目すべき事例 
Jules (Google) 

• Gemini 2.5 ベースの非同期エージェント 
• バックグラウンドで PR を生成する非同期ワークフロー 
• Python/JavaScript プロジェクト向けに招待制でベータ提供中 

Cursor (Anysphere) 
• VS Code フォークの AI 統合 IDE 
• リアルタイムコード補完、エディタ内チャット、自動デバッグ機能 
• Web 検索機能を含むエージェントセッション統合 
• 既存の VS Code 拡張を活用可能 

Codex (OpenAI) 
• ChatGPT に統合されたクラウド型エージェント 
• 並列タスク実行、自己修復ループ機能 
• サンドボックス内でのコード生成・テスト 

各ツールの比較分析 
以下の表は、主要なエンジニア AI エージェントの比較をまとめたものです： 

エージェン
ト 

主な強み 提供形式 得意タスク 制限事項 

Devin 
高い自律性、エ
ンドツーエンド
開発 

SaaS (月額
$500~) 

既存コードのモダナ
イゼーション、リファ
クタリング 

抽象的タスクには弱
い、高コスト 

GitHub 
Copilot 
Agent 

既存環境との統
合、Issue 駆動型 

VS Code
拡張 

中小規模の機能追加・
バグ修正 

大規模改修に非対応、
プラットフォーム限
定 

Claude 
Code 

CLI 操作、マル
チファイル対応 

CLIツール 
大規模リファクタリ
ング、テスト生成 

招待制、API キー必
須、WSL 依存 

Jules 
非同期処理、バ
ックグラウンド
実行 

API 
バックグラウンドで
の保守作業 

Python/JS のみ、処理
時間約 10 分、招待制 

Cursor IDE と AI の統 独立 IDE リアルタイム補完・デ IDE 乗り換えコスト、

https://note.com/it_navi/n/n5551cd736456


エージェン
ト 

主な強み 提供形式 得意タスク 制限事項 

合、リアルタイ
ム補完 

バッグ・Q&A 高機能は有料 

 
各エージェントは異なる強みと用途を持っており、開発チームのニーズや既存環境に応じ
て選択する必要があります。革新を重視するチームは Cursor のような最新技術に魅力を感
じる一方、安定性を求めるチームはGitHub Copilotを選ぶ傾向があります axconstdx.com6。 
4. 技術的基盤と仕組み 
大規模言語モデル（LLM）からエージェントへの進化 
エンジニア AI エージェントの技術的進化は以下のステップで進んできました： 

1. 大規模言語モデル（LLM）: GPT-4、Qwen2.5-Omni、DeepSeek-R1、LLaMA など、
大量テキストで事前学習されたモデルによる文章生成・自然言語処理の基盤技術。 

2. 制限の認識: 事前学習データ依存による情報の古さとハルシネーション（虚偽生成）
の問題が明らかに。 

3. 検索拡張生成（RAG）: ナレッジベース、API、ウェブ検索からリアルタイムに情報
を取得し、LLM 応答を強化する技術の導入。 

4. エージェント駆動型 RAG: クエリ分解と外部データ取得をエージェントが自律的
に行い、正確で文脈に沿った応答を実現。 

5. エージェンティック RAG: 反射（Reflect）、計画（Plan）、ツール活用（Tool use）、
マルチエージェント協力（Multi-agent cooperation）といった設計パターンを導入
し、自律性・学習能力・応用範囲を最大化。 

この進化により、LLM 単体、RAG、AI エージェント、エージェンティック RAG と段階的
に自律性、学習能力、応用範囲が拡大してきました note.com7。 
自律的エージェントの構成要素と動作原理 
エンジニア AI エージェントの主要な構成要素と動作原理は以下の通りです： 

https://axconstdx.com/2025/04/16/cursor%E3%80%81devin%E3%80%81github-copilot%E3%81%AE%E4%BA%BA%E6%B0%97%E5%BA%A6%E6%AF%94%E8%BC%83%EF%BC%81%E3%81%A9%E3%82%8C%E3%81%8C%E6%9C%80%E3%82%82%E6%B3%A8%E7%9B%AE%E3%81%95%E3%82%8C%E3%81%A6/
https://note.com/ainest/n/n250b97f66027


1. 知覚モジュール: コードベース、仕様書、エラーメッセージなどの入力を理解 
2. 推論エンジン: 問題を分析し、解決策を導き出す LLM ベースの中核部分 
3. 計画モジュール: タスクを分解し、順序立てて実行するための計画を立案 
4. 実行モジュール: 計画に基づいてコード生成、テスト実行、デバッグなどを実施 
5. メモリシステム: セッション間や長期的な知識を保持するデータストア 
6. ツール統合インターフェース: IDE、バージョン管理システム、クラウドサービスな

どと連携 
7. フィードバックループ: 実行結果を評価し、次の行動に反映 

動作原理としては、LLM に基づく ReAct パラダイム（思考→行動→観察のループ）を採用
し、自己リフレクションや計画の修正を繰り返しながらタスクを完了させます。また、Devin
などの先進的エージェントでは、実行結果からの自動学習機能も備えています Qiita3。 
マルチエージェントシステムと協調メカニズム 
マルチエージェントシステムは、複数の AI エージェントが協調して作業を行うフレームワ
ークです： 

1. 専門化エージェント: 各 AI エージェントが特定の機能や役割に特化し、分業体制を
構築 

2. 協調プロトコル: エージェント間のコミュニケーション規格（ACP、MCP、A2A な
ど） 

3. タスク分解メカニズム: 複雑な問題を複数の小タスクに分割する機能 
4. 調整エージェント: 複数エージェントの活動を監視・調整する上位エージェント 
5. 知識共有システム: 各エージェントの発見や学習を共有するデータベース 

マルチエージェント化の利点は、「複数の AI エージェントが協調して作業を行うことで、
より効率的で柔軟な問題解決を行うこと」にあります。「各 AI エージェントがそれぞれ特
化した機能を持ち、個々のタスクを分解して各専門の AI エージェントに依頼することで、
専門エージェントが高い精度で個別タスクの実行をすることが可能」になります BrainPad1。 
主要フレームワークと技術スタック 
エンジニア AIエージェント開発に使用される主要なフレームワークと技術スタックは以下
の通りです： 

1. LangChain: エージェント構築のための汎用フレームワーク 
2. LlamaIndex: 大規模データインデックス作成と検索のためのフレームワーク 
3. CrewAI: 専門化チーム編成のためのマルチエージェントフレームワーク 
4. Swarm: 軽量マルチエージェント抽象化ライブラリ 
5. GUI Agent: ユーザーインターフェース操作に特化したフレームワーク 
6. Agentic Reasoning: 推論と計画に焦点を当てたフレームワーク 
7. OctoTools: ツール連携のための統合インターフェース 

これらのフレームワークは、エージェント設計パターンとして反射（Reflect）、計画（Plan）、

https://qiita.com/lazy-kz/items/998ee4df7a53a081f08b
https://www.brainpad.co.jp/doors/contents/ai_agent_trend/


ツール活用（Tool use）、マルチエージェント協力（Multi-agent cooperation）などの機能を
提供し、開発者がカスタムエージェントを効率的に構築できるようサポートしています
note.com7。 
5. 実際の導入事例と成果 
企業での導入事例（グローバルおよび日本） 
グローバル企業の導入事例: 

1. Nubank（金融）: Devin AI を活用して 6 百万行規模の ETL コードマイグレーショ
ンを実施し、8～12 倍の開発速度向上と 20 倍以上のコスト削減を達成 devin.ai8。 

2. 消費財メーカー（マーケティング）: AI エージェントを使用してグローバルマーケ
ティングキャンペーンを最適化。従来 6 人で 1 週間かかっていた作業を、1 人と 1
時間で完了させることに成功 Boston Consulting Group9。 

3. バイオ製薬企業（R&D）: AI エージェントをリード生成に活用し、サイクルタイム
を 25%短縮、臨床研究報告書のドラフト作成で 35%の時間効率向上を実現 Boston 
Consulting Group9。 

日本企業の導入事例: 
1. トヨタ自動車「O-Beya」: Microsoft Azure OpenAI Service を活用し、過去設計デー

タや法規制情報、手書き文書を含むナレッジベースと 9 つの AI エージェントでエ
ンジニアの設計相談に 24 時間 365 日対応するシステムを構築 Jooto10。 

2. 日産自動車「DX Suite」: AI-OCR クラウドサービスを 2023 年から全社導入し、
2025 年には 1000 人以上が活用。品質管理業務で年間 480 時間の工数削減を実現
Jooto10。 

3. KDDI「議事録パックン」: 会議録音やトランスクリプトをもとに高精度な議事録を
自動生成し、営業提案資料や報告書作成までをサポートする AI エージェント
Jooto10。 

定量的・定性的な導入効果 
定量的効果: 

1. 開発速度: 一般的に 8～12 倍の開発速度向上（Nubank 事例） 
2. コスト削減: 

• マーケティング分野：コスト 95%削減、速度 50 倍向上 
• カスタマーサービス：コストを 10 分の 1 に削減 
• R&D（バイオ製薬）：サイクルタイム 25%短縮 
• IT 部門：レガシー技術のモダナイゼーションで生産性最大 40%向上 

3. タスク成功率: 現在のエンジニア AI エージェントでも、特定の限定的タスクでは
「テストが整備されたコードベースでの中小規模タスク」で高い成功率を示す 

定性的効果: 
1. 知識の蓄積と共有: 「Devin に投げたタスクから、Knowledge として蓄積すべきコ

https://note.com/ainest/n/n250b97f66027
https://devin.ai/
https://www.bcg.com/capabilities/artificial-intelligence/ai-agents
https://www.bcg.com/capabilities/artificial-intelligence/ai-agents
https://www.jooto.com/contents/ai-agent-case-study/
https://www.jooto.com/contents/ai-agent-case-study/
https://www.jooto.com/contents/ai-agent-case-study/


ンテキストを Devin が自動的に抽出してくれ、蓄積していく」ことで組織的な知識
移転が可能に Qiita3。 

2. コード品質の向上: 「コードのクオリティも、初めてそのコードベースに触れたと
は思えないほど保守性や可読性が考慮された素晴らしいもの」との報告がある
Qiita3。 

3. 高度な技術への対応: 「循環的複雑度が 75 を超え、いかなる修正も不具合を生む状
態のレガシーコードのリファクタリング」のような高難度タスクにも対応可能
Qiita3。 

導入プロセスと成功要因 
導入プロセスの一般的ステップ: 

1. 初期セットアップ: エージェントワークスペースの設定とリポジトリ連携 
2. 統合設定: Slack や GitHub などの既存ツールとの連携 
3. タスク定義: 初期タスクの設定と明確な指示の作成 
4. 監視・フィードバック: エージェントの活動を監視し、フィードバックを提供 
5. 継続的改善: 結果に基づくプロンプトや設定の最適化 

成功要因: 
1. 段階的導入: 「小さな部署から導入 → 成果を社内に共有 → 他部署が自発的に希

望 → 全社展開へ」というステップワイズアプローチ nocoderi.co.jp11。 
2. 適切なタスク選定: 「限定的な業務への導入から少しずつスケールアップさせてい

く」アプローチで、確実な成功体験を積み重ねる Jooto10。 
3. ハイブリッド運用: 人間と AI エージェントの役割分担を明確にし、相互補完的な運

用体制を構築する。 
4. 継続的学習環境: 「例えば、Devin が作成した Pull Request の CI Pipeline がコケて

いたら、人間のレビューを待たずに修正してという指示を一度学習させれば、次回
以降はそれを斟酌して自分で修正してくれる」ようなフィードバックループの確立
Qiita3。 

6. 現在の技術的限界と課題 
メモリと状態維持の問題 
エンジニア AI エージェントが現在直面しているメモリと状態維持の主な問題点： 

1. メモリ持続性の欠如: 「実用的には 32–64k トークンで性能劣化が始まり、エージェ
ントはセッションをまたいだ状態維持ができず、50 ターン以上の対話で初期コンテ
キストを忘却します」Medium12。 

2. コンテキスト喪失: 「モデルのトークン制限により長時間の対話や複雑タスクで履
歴を保持しにくい」ため、長い開発プロジェクトでは文脈理解が困難になる
Medium13。 

3. 知識の再利用性不足: 「AutoGPT は単純なレシピ検索に$14.40 を要し、知識のキャ
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ッシュや再利用機能がないため、類似タスクを繰り返すたびにコストが加算される」
といった非効率性がある Medium12。 

4. 外部データベース依存: 「外部ベクターデータベースも推論過程をブラックボック
ス化する」問題があり、純粋な思考プロセスの透明性が失われる Medium12。 

因果推論と計画能力の限界 
因果推論と計画能力に関する現在の技術的限界： 

1. 浅い因果推論: 「単純な因果発見タスクでは 97%の精度を示す一方、複雑な実世界
問題ではスプリアスな相関に依存」しており、真の原因と結果の関係性理解に限界
がある Medium12。 

2. 計画機能の崩壊: 「Production レベルの多段階計画タスク成功率は 30–35%に留ま
り、ReAct のアクション–オブザベーションループは長期計画で文脈と意思決定を維
持できず、エラーが累積して全体のプランを破綻させる」傾向がある Medium12。 

3. 論理的思考の欠如: 「生成 AI は確率的に出力を生成しているので、論理的な思考が
できません。推論を繰り返すことで論理的な思考のような出力を誘導させる事が限
界です」Insight Edge14。 

4. タスク達成率の低さ: 「Carnegie Mellon の厳格な TheAgentCompany benchmark で
は、最高性能の AI エージェントでさえ現実的な職場シナリオにおいて 30.3%のタ
スク完了率しか達成していない」Medium12。 

信頼性とセキュリティの課題 
エンジニア AI エージェントの信頼性とセキュリティに関する主な課題： 

1. 新たな故障モード: 「メモリ毒性、エージェント乗っ取り、ヒューマンインザループ
バイパスなど 10 種以上の新たな故障モード」が出現し、従来のソフトウェアとは異
なる対策が必要 Medium12。 

2. 機密性認識の欠如: エージェントの「機密性認識はほぼゼロ」であり、データ保護や
プライバシーに関する自律的判断ができない Medium12。 

3. セキュリティリスク: 「エージェントと外部ツール間の全通信を暗号化しないと盗
聴や改ざんのリスクがある」「機密データへのアクセス権を厳密に制限しないと内部
不正利用や情報漏えいにつながる」といった脆弱性がある Medium13。 

4. 予測困難な挙動: 「UI ナビゲーションやポップアップ対応でのエラーがシステム全
体を停止させ、従来のソフトウェアとは異なる破壊的故障を引き起こす」など、予
測困難な挙動が問題となる Medium12。 

コストと運用上の問題 
エンジニア AI エージェントの導入・運用におけるコストと運用上の問題： 

1. 高額な導入・運用コスト: 「Devin には無料版が存在せず、利用開始には最低でも初
期費用 $500/month が必要」といった高額な初期投資が必要 Qiita3。 

2. リソース管理の複雑さ: 「月額$500 で付与される ACU(Agent Compute Unit)を利
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用。1ACU=$2、1 タスクあたり約 115ACU($2$30)の範囲で消費」するといった複雑な
リソース管理が必要 Qiita3。 

3. 無限ループとコスト高騰: 「本番環境ではエージェントが API を再帰的に呼び続け、
進捗なく一晩中動作し続ける」ことによる予期せぬコスト高騰のリスク Medium12。 

4. 環境構築とオンボーディングの負担: 「招待制かつ API キー必須…環境構築の手間
が高い」「IDE の乗り換えコスト」「オンボーディングに手間」といった導入時の障
壁 note.com5。 

7. 今後の技術発展と将来展望 
研究開発の最新動向 
エンジニア AI エージェント分野における最新の研究開発動向： 

1. 認知アーキテクチャの採用: 「Princeton 研究者らの Cognitive Architectures for 
Language Agents (CoALA)フレームワーク」のような、モジュール化メモリ、構造
化アクション空間、汎用的意思決定プロセスを統合する新たなアーキテクチャの開
発 Medium12。 

2. マルチモーダル評価指標: 「マルチモーダル（複数の形式のデータを扱う）能力、タ
スク特化型評価、エージェント間協力の評価などが挙げられます。表 IV に示されて
いるように、これらのベンチマークは時間とともに複雑さを増し、より実世界の課
題に近づいています」note.com7。 

3. Meta-CoT (Meta Chain-of-Thought): 「Meta-CoT のような手法で、従来の Chain-
of-Thought を拡張し、潜在的な推論プロセスを明示的にモデル化する」研究
note.com7。 

4. Chain-of-Tools: 「凍結された LLM を活用して未知のツールを動的に統合する可能
性を示している」手法の開発 note.com7。 

5. 科学的発見自動化: 「大規模ベンチマークによる評価と、高品質な科学研究仮説生
成のためのフレームワーク開発」の進展 note.com7。 

エージェント技術の発展方向性 
エンジニア AI エージェント技術の今後の発展方向性： 

1. モジュール化設計の主流化: 「知覚・メモリ・推論・行動を専門化コンポーネントに
分割し、単一モデルのボトルネックを解消」する設計パラダイムの普及 Medium12。 

2. ハードウェアレベルの持続メモリ: 「Intel の 6TB PMEM などを活用したバイトア
ドレス可能な不揮発性ストレージで長期状態を保持」する技術の採用 Medium12。 

3. マルチエージェント協調フレームワークの洗練: 「単一エージェントの限界を超え、
専門エージェント同士の協調体制を構築」するフレームワークの発展 Medium12。 

4. 標準化プロトコルの成熟: 「ACP（IBM Research）、MCP（Anthropic）、A2A（Google）」
などのエージェント間通信プロトコルの標準化と普及 note.com7。 

5. 因果モデリング統合: 「高速直感的解析と構造的因果推論をハイブリッド化し、反
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事実推論や因果グラフを組み込み」による推論能力の向上 Medium12。 
将来的な能力と可能性 
エンジニア AI エージェントが将来的に獲得すると予想される能力と可能性： 

1. 本番デプロイメントの自動化: 「Future AI agents may take this a step further and 
deploy tested applications to production environments via automated pipelines upon 
human approval. This would effectively allow anyone, using plain language, to create 
and deploy entire applications」（将来の AI エージェントは、人間の承認を得て、テ
スト済みアプリケーションを自動化されたパイプラインを通じて本番環境にデプロ
イするところまで進化する可能性があります。これにより誰でも自然言語を使って、
完全なアプリケーションを作成・デプロイできるようになります）Boston 
Consulting Group9。 

2. 動的 UI 生成: 「将来的には UI（ユーザーインタフェース）などもあらかじめ開発
されたものを提供するのではなく、ユーザーのニーズに応じて AI が動的に生成す
るような仕組みが想定されます」ITmedia15。 

3. AI 駆動型開発の主流化: 「AI が思考した結果を周辺のソフトウェアツールに渡し
て、業務ニーズに即したアクションを起こしてこそ、価値を発揮できます。という
ことは、これからのソフトウェア開発は人間に使ってもらうことを前提にするので
はなく、AI に使ってもらうことを前提に開発する必要が出てくるでしょう」
ITmedia15。 

4. 市場拡大の加速: 「今後 5 年間で AI エージェント市場は年平均成長率 45%で拡大
見込み」であり、企業での AI エージェント導入は「51%が本番運用済み、78%が将
来導入を検討中」という調査結果がある BrainPad1。 

5. 自動科学的発見: 「将来的には、この AgentRxiv をより大規模な科学分野に拡張し、
新薬開発や材料発見などの実世界の研究でも活用できるかもしれません」
note.com16。 

8. ソフトウェア開発プロセスへの影響 
開発ワークフローの変化 
エンジニア AI エージェントによって変化するソフトウェア開発ワークフロー： 

1. 自律的な開発サイクル: 「GitHub Copilot のようにコードを補完したりサジェスト
してくれるのではなく、与えられた情報をベースに自律的に開発プロセス全体を行
える」ことで、従来の人間中心の開発サイクルから、AI が主導する開発サイクルへ
の移行 Qiita3。 

2. 継続的フィードバックループ: 「Devin が作成した Pull Request の CI Pipeline がコ
ケていたら、人間のレビューを待たずに修正してという指示を一度学習させれば、
次回以降はそれを斟酌して自分で修正してくれるようになります」といった自己修
正ループが標準となる Qiita3。 
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3. Issue 駆動型自動開発: 「GitHub の Issue から直接タスクを理解し実行」するエー
ジェントにより、Issue 記述から直接コード生成・PR までが自動化される note.com5。 

4. ビジネス要件から直接実装へ: 「エンジニア不足によって進められなかった多くの
開発系タスクが Devin によって大幅に加速できる可能性」が生まれ、ビジネス要件
からより直接的に実装へと変換できるようになる Qiita3。 

5. 可変ロジックと仮説検証型開発: 「これまでの SI は基本的に『固定ロジック』を開
発するものでしたが、AI はモデルに学習させることでロジックを柔軟に変化できま
す。固定ロジックから可変ロジックへのパラダイムシフトによって、仮説検証のサ
イクルを高速に回しながらソフトウェアを継続的に進化させていけます」
ITmedia15。 

エンジニアの役割変化 
エンジニア AI エージェントの台頭によるエンジニアの役割変化： 

1. 監督者・パートナーへの転換: 「AI エージェント時代にも変わらない"エンジニアの
本質"とは？──どこまで AI に任せ、どこで人間が介入するのか」という問いが重
要となり、エンジニアはコード生成者から監督者・ディレクターへと役割が変化
CodeZine17。 

2. 上流工程へのシフト: 「経営のアジェンダに刺さるようなデジタル施策の提案や、
ビジネスモデル全体をデジタルによって変革する能力」が求められるようになる
ITmedia15。 

3. 継続的学習の重要性: 「ずっと同じ環境で同じ人たちばかりと交わっていると、新
しいことを学んだり提案したりする動機が生じないので、どうしてもエンジニアと
しての成長が止まってしまいます。社外のコミュニティーに参加するなどして、い
ろいろな立場の人と交流しながら多様な視点を獲得することで、自身に足りない要
素や進むべき方向性が明らかになり、結果的に新たな学びの意欲が湧いてくると思
います」ITmedia15。 

4. エンジニアリングの二極化: 「AI エージェントは、現時点では補助的な役割に留ま
り、技術者自身の基礎力や論理的思考がなければ真の意味での問題解決には至らな
いという現実があります」ため、AI を使いこなせるエンジニアと依存するエンジニ
アの二極化が進む Zenn18。 

5. 新たな専門領域の出現: 「AI 倫理、データサイエンス、AI メンテナンス」などの新
領域でエンジニアの需要が拡大 Sogeti Labs19。 

SI ビジネスモデルへの影響 
エンジニア AI エージェントによる SI ビジネスモデルへの影響： 

1. ビジネスモデルの転換: 「これまでの SI は『成果物を納品して終わり』というビジ
ネスモデルが主流でしたが、現在は納品がゴールではなくむしろスタートで、そこ
から製品やサービスを継続的に改善しながら価値を生み出すことが求められるよう
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になっています。こうしたビジネスモデルの変革は、AI の台頭でさらにもう一段ブ
ーストがかかるでしょう」ITmedia15。 

2. 機能提供からビジネス変革へ: 「既に 2010 年代から、SI の未来は『ソフトウェアの
ファンクションを提供する』というものではないことははっきり見えていました。
これからの SI に求められるのは、より高い視座に立って、経営のアジェンダに刺さ
るようなデジタル施策の提案や、ビジネスモデル全体をデジタルによって変革する
能力だと思います」ITmedia15。 

3. 固定ロジックから可変ロジックへ: 「AI はモデルに学習させることでロジックを柔
軟に変化できます。固定ロジックから可変ロジックへのパラダイムシフトによって、
仮説検証のサイクルを高速に回しながらソフトウェアを継続的に進化させていけま
す」ITmedia15。 

4. 開発スピードの加速: 「AI が自律的に開発する未来」では、「国内における AI エー
ジェント市場は急速に成長しており、2024 年から 2030 年にかけての年平均成長率
（CAGR）は 44.8％と予測されています」という成長が見込まれ、開発スピードの
大幅な加速が予想される PRTimes2。 

5. ジョブ型人材マネジメントの台頭: 「ジョブ型人材マネジメントや 1on1 ミーティン
グ等を通じ、キャリアオーナーシップを発揮して目標を設定・達成」する新たな人
材育成・評価モデルの必要性が高まる ITmedia15。 

9. 倫理的・社会的課題 
雇用への影響 
エンジニア AI エージェントが雇用に与える影響と課題： 

1. 定型業務の自動化: 「AI automates 定型的かつ反復的な業務を機械に置き換えるこ
とで、生産性と効率性を向上させる一方、多くの職種が消失するリスクがある。具
体的には製造業、輸送業、カスタマーサービス、データ分析などの分野で雇用喪失
が生じる可能性がある」Sogeti Labs19。 

2. 心理的・社会的影響: 「職を失った労働者は経済的困窮、自己肯定感の低下、目的意
識の喪失といった深刻な心理的・社会的影響を被る」Sogeti Labs19。 

3. エンジニア業務の変容: 「従来エンジニアが担っていたデータ分析業務において、
AI システムが大量のデータを自動解析できるようになり、一部のエンジニアリング
業務が置き換えられる」「事務的・管理的タスクの自動化により、エンジニア部門の
サポートスタッフやジュニアエンジニアの業務が減少する可能性がある」Sogeti 
Labs19。 

4. 新たな雇用機会: 「一方で、新興分野（AI 倫理、データサイエンス、AI メンテナン
スなど）では、AI 技術を設計・保守・監査するエンジニア需要が増大し、新たな雇
用機会が創出される」Sogeti Labs19。 

5. 社会経済的不平等の拡大: 「AI 技術の所有者・支配者に富と権力が集中し、既存の

https://atmarkit.itmedia.co.jp/ait/articles/2501/14/news003.html
https://atmarkit.itmedia.co.jp/ait/articles/2501/14/news003.html
https://atmarkit.itmedia.co.jp/ait/articles/2501/14/news003.html
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000254.000018045.html
https://atmarkit.itmedia.co.jp/ait/articles/2501/14/news003.html
https://labs.sogeti.com/the-ethical-implications-of-ai-and-job-displacement/
https://labs.sogeti.com/the-ethical-implications-of-ai-and-job-displacement/
https://labs.sogeti.com/the-ethical-implications-of-ai-and-job-displacement/
https://labs.sogeti.com/the-ethical-implications-of-ai-and-job-displacement/


社会経済的不平等をさらに拡大させる恐れがある」Sogeti Labs19。 
知的財産権の問題 
エンジニア AI エージェントにおける知的財産権の問題： 

1. 学習データの著作権: 「学習データでの著作権侵害 Web クローリングからの学習
データについての権利問題は未解決」であり、AI エージェントの学習に使用される
コードやドキュメントの著作権問題が未解決 hokorin.com20。 

2. 生成物の著作権: 「生成物に 0 よ 3 る著作権侵害 著作権侵害は、依拠」の問題があ
り、AI エージェントが生成したコードの著作権帰属が不明確 hokorin.com20。 

3. 特許と営業秘密: 「AI を利用した技術は、特許発明や営業秘密に当たる可能性があ
り、どのように知財として保護するかの検討が行われてきています」ため、エンジ
ニア AI エージェントが創出した技術的ソリューションの特許性や営業秘密として
の保護方法が課題となる TMI 総合法律事務所 21。 

4. 包括的法改正の必要性: 「AI は新たな問題をもたらすので、このようなアプローチ
は適切ではない。AI が知的財産権法に与える影響を規制するためには、包括的な法
改正が必要だ」という見解もある知的財産研究教育財団 22。 

5. 国際的な規制の不一致: 知的財産権に関する国際的な規制枠組みの不一致により、
グローバルに展開するエンジニア AI エージェントの法的立場が不明確になる可能
性がある。 

品質保証と責任の所在 
エンジニア AI エージェントの品質保証と責任の所在に関する課題： 

1. 自律的意思決定における説明責任: 「AI システムが自律的に行動・判断を下す際、
負の結果が発生した場合に『なぜその判断が行われ、誰が責任を負うのか』が不明
瞭になる」Managing IP23。 

2. セキュリティとコントロールの脆弱性: 「ハッキングや悪用のリスクにより、AI が
意図せぬ動作を起こした場合の責任の所在が問題となる」Managing IP23。 

3. 品質保証のための成熟度評価モデル: 「性能、信頼性、セキュリティを各レベルで評
価し、設計・運用フェーズごとに品質基準を明確化する」AI Maturity Model の導入
必要性 Managing IP23。 

4. 倫理的配慮を担保するフレームワーク: 「透明性、説明責任、公平性などの原則を定
め、システム設計から運用まで一貫して品質と責任を確保する」AI 倫理フレームワ
ークの適用 Managing IP23。 

5. 責任ある AI 技術の開発: 「自動運転車向けにリスクを検知・軽減する技術（Google
の特許）や、偏り検出・修正アルゴリズム（Microsoft／IBM の特許）などが登場し、
品質・安全性確保と法的責任対応を目指す」といった技術開発の重要性 Managing 
IP23。 

倫理的ガイドラインの必要性 
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エンジニア AI エージェントのための倫理的ガイドラインの必要性： 
1. 透明性と説明可能性: 「AI の意思決定の説明能力（explainability）とインフラ整備

の 2 つが重要な課題となり、AI エージェントの判断プロセスを人間が理解できるよ
うになることが、AI エージェントを安全に運用するための重要な条件となる」
note.com24。 

2. ヒューマンセンタード AI 設計: 「人間の能力を拡張するヒューマンセンタード AI
を設計し、人間と AI の共存を目指す」という開発アプローチが重要 Sogeti Labs19。 

3. 企業の責任: 「AI 導入時に倫理ガイドラインを策定し、雇用喪失を最小化する措置
を講じる」「再教育や職業紹介、サポートサービスを含む移行支援プログラムを実施
する」などの企業責任が求められる Sogeti Labs19。 

4. 官民連携: 「政府・企業・教育機関が共同で資金提供やプログラム開発を行い、再教
育、雇用創出、イノベーション促進を図る」取り組みの必要性 Sogeti Labs19。 

5. 国際的な倫理基準: 「EU が策定した『信頼できる AI』のための倫理ガイドライン」
のような国際的な倫理基準の整備が進んでいる Managing IP23。 

10. 総合的展望と提言 
エンジニア AI エージェントの発展経路 
エンジニア AI エージェントの今後の発展経路を以下のように予測します： 

1. 初期導入フェーズ（2025-2026 年）: 現在のエンジニア AI エージェントは、中小規
模のタスクやバグ修正に一定の成果を上げている段階です。この期間は、限定的な
範囲でのタスク自動化が中心となり、人間のエンジニアの監督下で動作する補助的
な役割が主流となります。技術的限界（メモリ持続性、因果推論、計画能力）の克
服が研究の中心となります。 

2. 能力拡張フェーズ（2027-2028 年）: モジュール化アーキテクチャやマルチエージ
ェントシステムの発展により、より複雑なプロジェクトや大規模リファクタリング
にも対応できるようになります。この段階では、エンジニアと AI の役割分担が明確
化され、AI エージェントはより自律的な判断が可能になりますが、依然として重要
な設計判断は人間が行います。 

3. 統合フェーズ（2029-2030 年）: 開発プロセス全体の統合と自動化が進み、要件定
義から設計、実装、テスト、デプロイまでをエンドツーエンドで実行できるエージ
ェントが普及します。この段階では、自然言語による指示だけでアプリケーション
全体を構築できるようになり、エンジニアの役割は AI の監督とビジネス価値創出
に集中するようになります。 

4. 創造的コラボレーションフェーズ（2031 年以降）: AI エージェントは創造的な問題
解決能力を獲得し、人間のエンジニアとの協働により、革新的なソリューションを
生み出すパートナーとなります。この段階では、AI と人間の役割は明確に区別され
るのではなく、相互補完的な関係となり、複雑なビジネス課題に対して共同で取り
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組むチームとして機能するようになります。 
企業・個人エンジニアへの提言 
エンジニア AI エージェントの時代に備えるための企業・個人エンジニアへの提言： 
企業向け提言: 

1. 段階的導入と実験: 小規模な範囲から始め、成功事例を積み重ねながら組織全体へ
の導入を検討してください。「小さな部署から導入 → 成果を社内に共有 → 他部署
が自発的に希望 → 全社展開へ」というアプローチが効果的です。 

2. ハイブリッドチーム構築: AI エージェントと人間エンジニアの協働モデルを確立し、
それぞれの強みを活かした役割分担を明確にしてください。人間による創造的思考
と AI による効率的な実装の組み合わせが理想的です。 

3. 人材育成投資: 従業員のリスキリングや継続的学習を支援し、AI との共存に必要な
スキルを育成してください。特に上流工程や AI 監督能力の強化が重要です。 

4. 倫理的ガイドライン策定: AI エージェントの導入と活用に関する明確な倫理的ガイ
ドラインを策定し、責任ある利用を促進してください。特に雇用への影響や知的財
産権への配慮が必要です。 

5. ビジネスモデル再考: 「納品して終わり」から「継続的改善による価値創出」へとビ
ジネスモデルを転換し、AI エージェントを活用した新たな価値提供の形を模索して
ください。 

個人エンジニア向け提言: 
1. AI リテラシーの向上: エンジニア AI エージェントの仕組みと限界を理解し、効果

的に活用するスキルを身につけてください。AI を「ブラックボックス」として扱う
のではなく、その特性を理解することが重要です。 

2. 上流スキルの強化: 要件定義、アーキテクチャ設計、プロジェクト管理など、AI が
代替しにくい上流工程のスキルを強化してください。 

3. ドメイン知識の深化: 特定のビジネスドメインに関する深い知識を獲得し、AI がも
たらす技術的ソリューションをビジネス価値に結びつける能力を磨いてください。 

4. 継続的学習の習慣化: 「社外のコミュニティーに参加するなどして、いろいろな立
場の人と交流しながら多様な視点を獲得」し、自己研鑽を続けてください。 

5. AI との協働スキル: AI エージェントに適切な指示を出し、その出力を評価・改善す
る能力を養ってください。AI を単なるツールではなく、チームメンバーとして扱う
マインドセットが重要です。 

政策立案者への提言 
エンジニア AI エージェントの台頭に対応するための政策立案者への提言： 

1. 包括的経済政策の実施: 「失業保険や医療・福祉などの社会的セーフティネットを
強化し、移行期の労働者を支援する」「全ての国民に一定額を給付する UBI を導入
し、雇用喪失の影響を緩和する」などの経済政策を検討してください。 



2. 教育・再教育プログラムの充実: 「生涯学習制度を充実させ、労働者が変化する市場
に対応してスキルを継続的に更新できる機会を提供する」「脱落者を出さないため、
教育・訓練を手頃な価格かつアクセスしやすい形で提供する」ための政策を実施し
てください。 

3. AI 倫理とガバナンスの枠組み構築: AI エージェントの開発・利用に関する倫理的ガ
イドラインを策定し、透明性、説明責任、公平性などの原則を確立してください。
特に自律的 AI システムの責任所在を明確にする法的枠組みが必要です。 

4. 知的財産法制の適応: 「AI が知的財産権法に与える影響を規制するためには、包括
的な法改正が必要」であり、AI エージェントが生成した成果物の著作権や特許権に
関する法的枠組みを整備してください。 

5. 国際的な協調体制の構築: AI エージェント技術の急速な発展に対応するため、国際
的な規制枠組みの調和や協力体制を構築してください。「EU が策定した『信頼でき
る AI』のための倫理ガイドライン」のような国際標準の採用と拡張が重要です。 

 
エンジニア AI エージェントは、ソフトウェア開発の未来を形作る重要な技術となりつつあ
ります。現状では技術的限界が存在するものの、その発展速度は加速しており、近い将来、
開発プロセス全体を変革する可能性を秘めています。この変革に適応し、AI と人間が共創
する新たなソフトウェア開発のパラダイムを構築することが、企業、個人エンジニア、政策
立案者にとっての重要な課題です。 
AI エージェントの技術が進化する中で、人間の創造性、倫理的判断、ドメイン知識は依然
として不可欠な要素であり続けます。「AI が自律的に開発する未来」において、人間と AI
の協働により、より革新的で価値あるソフトウェアを効率的に開発できる世界の実現を目
指すべきです。 

 
Appendix: Supplementary Video Resources 

 
AI 時代どうなる!?消えるプログラマーとエンジニアのキャリア 
May 12, 2025 

 
AI の進化が凄すぎてエンジニアがオワコンになると思っている ... 
1 month ago 

 
今すぐ使える AI エージェント 6 選！ 「AI エージェント時代は ... 
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